
第六号の二書式（第二十条の三関係）（A４） 

 

建築士法第２３条の６の規定による設計等の業務に関する報告書 

（第一面） 

 

建築士法第２３条の６の規定により、設計等の業務に関する報告書を提出します。この報告書の

記載事項は事実に相違ありません。 

 

 

兵 庫 県 知 事  殿 

 

 

令和〇〇年２月１日 

 

（一級）建築士事務所（兵庫県）知事登録第００１２３４号 

                     所在地 神戸市中央区下山手通○○－△△ 

                     電 話 △△△－×××－○○○○ 番 

建築士事務所の名称  

株式会社兵庫建築一級建築士事務所 

開設者の氏名 （法人の場合） 

       株式会社兵庫建築 

       代表取締役 兵庫 太郎     

 

 

（個人の場合）兵庫 花子    

                    

 

事業年度 令和〇〇年１月１日～令和〇〇年 12 月 31 日 

 

 

〔記入注意〕建築士事務所の開設者が法人である場合には、法人の代表者の氏名も併せて記載すること。 

 

 

 

報告の日 

（提出日又は郵送報告日）です。 

控えの必要のない方は１部、控えの必要な方は正副２部を持参又は郵送してください。 

  ※ 副本を返送希望の場合返信用封筒を同封してください。 



（第二面） 

 

建築士事務所の業務の実績 

 

〔記入注意〕 

１ 当該事業年度における直近のものから順次記入して下さい。 

２ 〔例〕 

兵庫県 共同住宅 
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造五階建 

延 700 平方メートル 

設計及び 

工事監理 

平成 

20.12.15 

21.8.20 

30 建築物所

在地 

都道府県 

建築物の用途 構造及び規模 業務内容 期間 

兵庫県 専用住宅 木造２階建 延 100 ㎡ 
増築設計及び 

工事監理 
21.12.15～ 

兵庫県 中学校 
鉄筋コンクリート造 

３階建 延 4,000 ㎡ 

耐震調査 

補強設計 

21.7.1～ 

21.12.1 

大阪府 店舗併用住宅 木造３階建 延 230 ㎡ 
設計及び 

工事監理 

21.6.15～ 

21.9.30 

兵庫県 共同住宅 
鉄筋コンクリート造 

６階建 延 8,000 ㎡ 
設計 

21.4.1～ 

21.6.1 

兵庫県 事務所 
鉄骨鉄筋コンクリート造 

８階建 延 7,000 ㎡ 

設計及び 

工事監理 
～21.3.1 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

建築確認上の用途を

記入してください。 

構造・階数・延べ面積を記入

してください。 

「構造」は主要部の構造を、

増改築の場合は当該面積を

記入してください。 

業務内容（設計・工事監理・その他業務）

を明確に記入してください。 

設計・工事監理業務についてはすべての業

務を、その他業務については主要な業務を

記入してください。 

 

その他業務として、 

① 建築工事契約に関する事務、 

② 建築工事の指導監督、 

③ 建築物に関する調査又は鑑定、 

④ 建築に関する手続きの代理などがあげ

られます。 

※下請け、一部改修なども記入下さい 

契約期間の直近のものから

順次記入してください。 

また、複数の事業年度に渡る

場合は、開始年月日・終了年

月日のみを記入してくださ

い。 



（第三面） 

 

所 属 建 築 士 名 簿 
 

氏  名 一級建築士、

二級建築士

又は木造建

築士の別及

び管理建築

士である場

合にあって

は、その旨 

登録番号 登 録 を

受 け た

都 道 府

県名 

（ 二 級

建 築 士

又 は 木

造 建 築

士 の 場

合） 

建 築 士

法第 22

条 の ２

第 １ 号

か ら 第

３ 号 ま

で に 定

め る 講

習 の う

ち 直 近

の も の

を 受 け

た 年 月

日 

構造設計一

級建築士又

は設備設計

一級建築士

である場合

にあっては、

その旨 

構造設計一

級建築士証

又設備設計

一級建築士

証の交付番

号 

建築士法

第 22 条の

２第４号

及び第５

号に定め

る講習の

うちそれ

ぞれ直近

のものを

受けた年

月日 

神戸 健太 一級 

管理建築士 

12345 

 

 

 

21.2.24 

 

 

 

 

 

 

 

西宮 築子 

 

一級 

 

67890 

 

 

 

21.10.1 

 

構造設計一

級建築士 

666777 21.5.1 

宝塚 吾郎 

 

二級 

 

11223 

 

兵庫県 

 

21.2.24 

 

   

加古川七雄 

（21 年 9 月

退職） 

二級 34455 大阪府 21.6.10 

 

   

        

        

 

 

 

       

        

 

 

       

    一 級 建 築 士 ２ 名 

計 ４ 名  二 級 建 築 士 ２ 名 

    木 造 建 築 士  名 

    構造設計一級建築士  １ 名 

    設備設計一級建築士   名 

報告年度に所属したすべての建築士を

記載してください。 

年度途中に採用、退職された方につい

ては、○年○月採用（退職）と記入し

てください。 

構造設計・設備設計一級

建築士の定期講習のう

ち、直近の受講年月日を

記入してください。 

 

一級・二級・木造建築士の

定期講習のうち、直近の受

講年月日を記入してくだ

さい。 



 
（第四面） 

 

所属建築士の業務の実績 

 

〔記入注意〕 

１ 所属建築士の当該事業年度における業務の実績を、当該建築士事務所におけるものに限って、 

 直近のものから順次記入して下さい。 

２ 〔例〕 

兵庫太郎 兵庫県 
共同 

住宅 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造五階建延

700 平方メートル 

設計及び 

工事監理 

平成 

20.12.15 

21.8.20 

所属建築士

の氏名 

建築物所在地

都道府県 

建築物の 

用途 
構造及び規模 業務内容 期間 

神戸 健太 兵庫県 中学校 鉄筋コンクリート造 

３階建 延 4,000 ㎡ 

耐震調査 21.7.1～ 

21.8.1 

〃 兵庫県 事務所 鉄骨鉄筋 

コンクリート造 

８階建 延 7,000 ㎡ 

意匠設計及び

工事監理 

～21.3.1 

西宮 築子 

 

兵庫県 中学校 鉄筋コンクリート造 

３階建 延 4,000 ㎡ 

補強設計 21.8.1～ 

21.12.1 

〃 兵庫県 共同住宅 鉄筋コンクリート造 

６階建 延 8,000 ㎡ 

設計 21.4.1～ 

21.6.1 

〃 兵庫県 事務所 鉄骨鉄筋 

コンクリート造 

８階建 延 7,000 ㎡ 

構造設計 ～21.3.1 

宝塚 吾郎 

 

兵庫県 専用住宅 
木造２階建  

延 100 ㎡ 

増築設計 

及び 

工事監理 

21.12.15～ 

〃 大阪府 店舗併用

住宅 

木造３階建 延 230

㎡ 

工事監理 21.7.31～ 

21.9.30 

加古川七雄 

 

大阪府 店舗併用

住宅 

木造３階建 延 230

㎡ 

設計 21.6.15～ 

21.7.30 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

第二面の業務実績と、第三面の所属建築士を組み合わせ、完了日が新しい

ものから順に記入してください。 

建築士事務所に管理建築士以外の建築士がいない場合は提出不要です。 

所属建築士ごと

に実績を記入し

てください。 



（第五面） 

 

管理建築士による意見の概要 

 

〔記入注意〕 

当該事業年度における直近のものから順次記入して下さい。 

管理建築士の

氏 名 
建築士事務所の開設者に対して述べられた意見の概要 

当該意見が 

述べられた日 

神戸 健太 設計業務の期間を十分確保するよう意見を述べた。 H21.8.10 

〃 今回依頼を受けた共同住宅については西宮築子を主任にす

るように意見を述べた。 

H21.3.25 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

開設者と管理建築士が同一の場合、提出不要です。 

開設者と管理建築士が異なる場合で、意見がない場合は「該当なし」と記入し、提

出してください。 


